
虹
と
日
本
文
藝
（
十
）
続

─
─
日
本
辞
類
書
等
を
め
ぐ
っ
て　

②
近
・
現
代
編
─
─

荻

野

恭

茂
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701

702

612 小

序

本
稿
は
、
「
虹
と
日
本
文
藝
」
（
十
）
─
─
日
本
辞
類
書
等
を
め
ぐ
っ
て
・
古

典
編
─
─
に
続
く
も
の
で
、
そ
の
近
・
現
代
編
で
あ
る
。
最
後
に
前
稿
資
料
を

含
め
た
鳥
瞰
を
な
し
つ
つ
「
通
考
」
を
記
す
。
な
お
、

は
、
辞
書
と
し
て

は
や
や
専
門
的
と
い
う
か
、
片
よ
っ
た
内
容
の
も
の
な
の
で
、　

一
括
し
て
資
料

の
枠
に
入
れ
た
。

近
・
現　

代

私
註
〔
一
〕
『
増
補
語
林　

倭
訓
栞
』
〔
二
〕
中
巻
「
に
〓
」
〔
三
〕
国
語
辞
書

〔
四
〕
江
戸
時
代
中
期
〜
明
治
時
代
中
期
〔
五
〕
谷
川
士
清
編
、
井
上
頼
圀
・

小
杉
〓
邨
増
補
〔
六
〕
『
増
補
語
林　

倭
訓
栞
』
〔
七
〕
P
6
8
5
〔
八
〕
全
九
十

三
巻
、
八
十
二
冊
。
前
編
（
一
〜
四
五
）
は
安
永
六
年
1
7
7
7
・
文
化
二
年

1
8
0
5
・
文
政
十
三
年
1
8
3
0
の
三
次
に
わ
た
り
刊
行
。
中
編
（
四
六
〜
七
五
）

は
文
久
二
年
1
8
6
2
刊
。
後
編
（
七
六
〜
九
三
）
は
明
治
十
年
1
8
7
7
年
刊
。
た

五
三



荻  野  恭  茂

60

611

66

67

cf.

57

71

だ
し
、
本
書
は
、
後
編
を
す
べ
て
省
き
、
伴
信
友
の
加
筆
と
増
訂
者
の
増
補

と
を
上
欄
に
加
え
て
あ
る
。
わ
が
国
最
初
の
近
代
的
な
国
語
辞
書
。
（
『
国
語

学
辞
典
』
所
収
・
山
田
忠
雄
筆
文
に
よ
る
）

〔
考
〕
本
書
に
は
、
〈
に
じ
〉
の
部
分
に
関
し
増
補
・
加
筆
の
部
分
が
な
い
。

と
い
う
こ
と
は
、
〈
に
じ
〉
に
関
し
て
は
、
谷
川
士
清
の
情
報
に
、
そ
の
後
、

井
上
・
小
杉
・
伴
、
共
、
付
け
加
え
る
べ
き
新
し
い
情
報
は
何
も
な
か
っ
た

─
─
と
言
え
る
。

参
照
。
本
書
は
内
容
的
に
は
近
世
で
あ
る
が
出
版
年
に

よ
っ
て
近
代
初
頭
に
入
れ
た
。
文
藝
家
の
教
養
へ
の
影
響
資
料
の
一
端
と
し

て
意
義
が
あ
る
。

私
註
〔
一
〕
『
博
物
新
編
』
〔
二
〕
一
集
「
光
論
」
〔
三
〕
博
物
学
書
〔
四
〕
明

治
七
年
〔
五
〕
英
国
医
士
合
信
〔
六
〕
『
博
物
新
編
』
（
官
許
・
福
田
氏
蔵
梓

〔
七
〕
P
4
6

〔
考
〕
資
料

の
系
譜
に
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
更
に
「
科
学
的
」
見
解
が
進

歩
し
て
い
る
。
因
み
に
「
両
道
」
は
〈
副
虹
〉
い
わ
ゆ
る
〈
二
重
虹
〉
、
「
三

道
」
「
四
道
」
等
は
〈
反
射
虹
〉
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

私
註
〔
一
〕
稿
本
日
本
辭
書
『
言
海
』
〔
二
〕
に
じ
〔
三
〕
国
語
辞
書
〔
四
〕

明
治
二
十
四
年
完
〔
五
〕
大
槻
文
彦
〔
六
〕
山
田
俊
雄
編
『
稿
本
日
本
辭
書

言
海
』
第
三
巻
（
昭
5
4
、
大
修
館
書
店
）
〔
七
〕
P
1
1
〔
八
〕
原
本
＝
宮
城
県

図
書
館
所
蔵
本

〔
考
〕
「
霓
」
「
〓
」
に
古
意
の
残
滓
（
ニ
ジ
を
動
物
的
に
見
て
「
雌
」
と
観
ず

ニ　

シ　

ロ

る
）
を
残
し
、
〔
丹
白
ノ
意
カ
ト
イ
ウ
〕
は

の
系
譜
、
不
審
。
「
古
ク
、
又
、

ヌ
ジ
」
は
誤
記
で
あ
る
が
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
研
究
成
果
発
表
以
前
で
あ
る

の
で
仕
方
な
い
。
た
だ
し
方
言
と
し
て
は
存
在
（　
　

）
。
以
下
単
純
で
あ
る

が
科
学
的
記
述
。

　

な
お
本
稿
本
は
、
明
治
二
十
四
年
四
月
二
十
二
日
、
日
本
辭
書
『
言
海
』

第
四
冊
（
つ
以
下
）
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
そ
れ
が
次
の
も
の
で
あ
る
が
ま
っ

た
く
同
文
で
あ
る
。

五
四



虹と日本文藝(十)続

68

cf.
70

69

私
註
〔
一
〕
日
本
大
辭
典
『
言
泉
』
〔
二
〕
に
じ
〔
三
〕
国
語
辞
書
〔
四
〕
昭

和
二
年
〔
五
〕
落
合
直
文
著
・
芳
賀
矢
一
改
修
〔
六
〕
『
改
修
言
泉
』
第
四
巻

（
昭
2
、
大
倉
書
店
）
〔
七
〕
P
3
3
7
5

〔
考
〕
語
の
解
は
科
学
的
。
よ
っ
て
故
事
・
俗
信
・
こ
と
わ
ざ
系
（

）
は

見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
と
関
連
し
て
か
、
「
霓
」
（
ニ
ジ
の
雌
と
み
る
）
は
カ
ッ

ト
。
そ
し
て
中
国
古
代
北
方
系
の
「
〓
煉
」
を
付
加
。
〔
句
〕
中
「
虹
ふ
く
」

を
参
入
。
「
張
る
」
は
な
い
。
な
お
、
「
虹
の
帶
」
の
解
は
如
何
。
〓
が
逆
。

私
註
〔
一
〕
『
大
日
本
國
語
辭
典
』
〔
二
〕
第
四
巻
─
に
じ
〔
三
〕
国
語
辞
書

〔
四
〕
大
正
八
年
十
二
月
十
八
日
初
版
発
行
、
昭
和
四
年
四
月
十
八
日
修
正
版

発
行
〔
五
〕
松
井
簡
治
・
上
田
萬
年
共
著
〔
六
〕
修
正
版
『
大
日
本
國
語
辭

典
』
（
昭
4
・
4
・
1
8
、
冨
山
房
）
〔
七
〕
P
2
0

〔
考
〕
解
は
科
学
的
。
古
典
よ
り
の
引
用
例
は
古
書
よ
り
の
引
き
写
し
に
て
新

五
五



茂恭

68

701

野荻

味
な
し
。
本
書
は
修
正
版
に
よ
っ
た
が
、

の
前
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。

初
版
に
遡
れ
ば
大
正
八
年
と
な
り

五
六



虹と日本文藝(十)続

581

cf.

20

(27)(26)(25)(24)

私
註
〔
一
〕
『
故
事
・
俗
信
・
こ
と
わ
ざ
大
辞
典
』
〔
二
〕
「
に
じ
」
（
虹
）
〔
三
〕

故
事
・
俗
信
・
こ
と
わ
ざ
辞
書
〔
四
〕
？
〔
五
〕
お
お
む
ね
未
詳
〔
六
〕
尚
学

図
書
辞
書
編
集
部
言
語
研
究
所
編
『
故
事
・
俗
信
・
こ
と
わ
ざ
大
辞
典
』
（
昭

57

・
小
学
館
）
〔
七
〕
散
在

〔
八
〕
『
定
本
柳
田
国
男
集
』
第
二
十
一
巻
─
新
装
版
─
（
昭
4
6
、
筑
摩
書
房
）

に
、

朝
虹
蓑
ほ
こ
せ
、
夕
虹
に
蓑
を
巻
け

上
川
虹
に
川
越
す
な

月
に
雨
笠
日
笠
な
し

日
が
さ
雨
が
さ
、
月
が
さ
日
が
さ

（
福
島
）

（
福
島
）

（
熊
本
県
阿
蘇
）

（
広
島
県
安
藝
）

が
あ
る
。
本
質
的
に
さ
ほ
ど
差
は
な
い
が
補
強
資
料
に
加
え
る
。

〔
考
〕
、
『
故
事
・
俗
信
・
こ
と
わ
ざ
大
辞
典
』
に
は
、
「
七
月
に
月
食
あ
れ
ば

米
の
値
が
上
が
る
」
の
脚
注
に
「
七
月
に
虹
を
見
れ
ば
米
の
値
が
高
い
」
と

も
い
う
。
─
─
と
あ
る
。
5
〜
6
の
中
に
入
れ
う
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

1
〜
6
ま
で
、
い
わ
ゆ
る
農
諺
で
、
〈
虹
〉
が
米
を
中
心
と
し
た
五
穀
・
麻
等

農
耕
産
物
の
不
作
・
凶
作
の
前
兆
と
さ
れ
て
い
る
。

資
料

　

日
本
（
長
崎
・
出
島
）
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
の
「
天
気
見
様
」
に
つ
い

て
は　

参
照
。

702

五
七
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44

18

191

62

21

cf.

40

cf.

49

私
註
〔
一
〕
『
日
本
方
言
大
辞
典
』
〔
二
〕
に
じ
（
虹
）
〔
三
〕
日
本
方
言
辞
書

〔
四
〕
？
〔
五
〕
？
〔
六
〕
尚
学
図
書
編
『
日
本
方
言
大
辞
典
』
（
平
1
、
小
学

館
）
〔
七
〕
P
1
7
8
9

〔
考
〕
に
じ
が
「
立
つ
」
・
「
吹
く
」
の
他
に
、
「
張
る
」
の
方
言
の
あ
る
こ
と

に
注
意
。
「
天
弓
」
の
系
譜
が
匂
う
。

『
医
家
千
字
文
』
（

＝　

）
「
に
じ

の
小
便
」
は
、
「
に
じ
」
が
動
物
的
に
受
容
さ
れ
て
い
る
証
で
あ
る
。

通

考

五
八

　

微
視
的
な
考
察
は
、
各
資
料
の
〔
考
〕
の
コ
メ
ン
ト
的
記
述
に
譲
っ
て
、
こ

こ
で
は
比
較
的
巨
視
的
な
ス
タ
ン
ス
か
ら
、
要
約
・
考
察
し
て
お
き
た
い
。

　

一
、
〈
虹
〉
は
大
和
系
日
本
語
で
は
、
『
万
葉
集
』
の
〈
虹
〉
の
万
葉
仮
名
が

〈
努
自
〉
で
あ
り
、
「
努
」
は
上
代
仮
名
遣
い
と
し
て
は
、
甲
類
の
「
の
n
o
」
で

あ
る
。
上
代
の
辞
典
・
音
義
類
は
、
中
国
よ
り
の
引
き
写
し
で
、
漢
字
の
発
音

を
反
切
に
よ
っ
て
示
し
て
あ
る
の
み
で
あ
る
。
辞
書
で
み
る
大
和
系
日
本
語
の

発
音
は
『
倭
名
類
聚
鈔
』
（
＝

、
平
安
中
期
）
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
そ
れ
に

は
「
和
名
爾
之
」
と
あ
る
。
よ
っ
て
上
代
は
「
ノ
ジ
」
、
以
後
は
〈
ニ
ジ
〉
と
音

声
的
に
変
化
。
以
下
、
総
括
し
て
〈
ニ
ジ
〉
と
す
る
。

　

二
、
〈
ニ
ジ
〉
の
表
記
漢
字
、
す
な
わ
ち
外
来
語
と
し
て
の
〈
ニ
ジ
〉
の
漢
字

は
、
す
で
に
上
代
よ
り
中
国
の
『
爾
雅
注
〓
』
（
＝

）
・
『
釋
名
』
『
釋
文
』
を

ソ
ー
ス
と
し
て
引
き
写
さ
れ
た
中
国
仏
典
の
音
義
（
例

）
が
輸
入
さ
れ
、
そ

れ
ら
よ
り
さ
ら
に
引
き
写
し
的
に
移
入
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
種
類
は
、

ほ
ぼ
、
古
代
中
国
の
南
方
系
の
文
化
を
担
う
〈
虹
〓
（
霓
）
〉
と
同
北
方
系
の

〈
〓
〓
〉
に
集
約
さ
れ
、
さ
ら
に
中
古
以
降
は
前
者
が
重
用
さ
れ
、
後
者
は
軽
視

さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
上
代
の

に
見
ら
れ
た
、
遊
牧
民
族
に
そ
の
淵
源
を

も
つ
と
思
わ
れ
る
（

「
比
較
研
究
資
料
・
通
考
」
）
〈
天
弓
〉
も
、
江
戸
期
の

『
倭
漢
三
才
圖
會
』
（
＝

）
の
脚
注
に
そ
っ
と
記
さ
れ
る
の
み
で
、
ほ
と
ん
ど

影
を
ひ
そ
め
て
し
ま
っ
た
。
量
的
に
み
て
も
、
比
較
研
究
資
料

と
照
応
し
て

み
れ
ば
知
ら
れ
る
ご
と
く
、
中
国
と
比
べ
れ
ば
圧
倒
的
に
少
な
い
と
い
う
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
〈
虹
〓
（
霓
）
〉
、
さ
ら
に
淘
汰
さ
れ
て
〈
虹
〉
と
一
本

化
さ
れ
つ
つ
も
、
総
て
の
時
代
を
通
じ
て
辞
書
・
類
書
・
類
に
何
ら
か
な
形
で

登
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
知
識
階
級
に
属
す
る
層
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cf.

cf.

cf.

56

59

54

63

49

702

65

122

48

48

52

62

65

66

を
含
む
日
本
文
藝
の
作
者
ら
は
、
辞
書
・
類
書
・
類
を
通
し
て
〈
ニ
ジ
〉
に
つ

い
て
何
ら
か
の
知
識
的
享
受
は
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

三
、
総
じ
て
、
古
典
世
界
、
近
代
以
前
は
、
言
語
的
・
内
容
的
両
面
に
お
い

て
、
古
代
中
国
文
化
の
影
響
が
色
濃
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
質
的
な
面
の
こ
と

で
、
量
的
ボ
リ
ュ
ー
ム
的
な
面
か
ら
み
る
と
、
非
常
に
貧
弱
で
あ
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
そ
の
享
受
が
プ
ラ
ス
志
向
に
し
ろ
マ
イ
ナ
ス
志
向
に
し
ろ
、
中

国
に
お
け
る
そ
れ
ほ
ど
華
々
し
く
は
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
中
国
古
代
に

お
い
て
有
名
な
〈
虹
〉
に
対
す
る
一
享
受
の
「
白
虹
貫
日
」
思
想
の
記
述
も
見

出
し
難
い
。
し
か
し
こ
れ
は
、
実
際
に
は
わ
が
国
の
『
源
氏
物
語
』
や
軍
記
系

文
藝
に
し
ば
し
ば
、
か
な
り
の
重
み
を
持
っ
て
登
場
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
す

る
と
、
こ
の
よ
う
な
中
国
文
化
は
輸
入
さ
れ
た
、
海
彼
す
な
わ
ち
あ
ち
ら
の
緯

書
・
史
書
・
類
書
、
よ
り
の
直
接
の
披
見
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は

マ
イ
ナ
ス
志
向
の
一
例
で
あ
る
が
、
プ
ラ
ス
志
向
の
〈
虹
〉
の
「
吐
金
」
思
想

に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
。
（
こ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
広
が
っ
て
い
た
「
虹
脚
埋

宝
」
伝
説
と
同
質
の
も
の
で
あ
る
が
）　

『
竹
取
物
語
』
の
深
層
に
か
か
わ
り
、

『
日
本
霊
異
記
』
（
第
五
）
中
の
〈
ニ
ジ
〉
の
比
喩
の
イ
メ
ー
ジ
の
中
に
生
き
て

い
る
。

　

四
、
内
容
を
文
化
的
質
面
よ
り
見
れ
ば
、
古
代
中
国
の
〈
虹
〉
観
は
、
後
代

よ
り
見
れ
ば
、
お
お
む
ね
〈
非
科
学
的
〉
─
─
原
初
的
認
識
（
＝
動
物
的
）
が

濃
厚
─
─
で
あ
っ
た
が
、
本
稿
の
資
料
よ
り
す
る
と
、
か
く
、
中
国
文
化
の
影

響
下
に
あ
っ
た
わ
が
国
に
お
い
て
、
一
方
す
で
に
〈
科
学
的
〉
認
識
・
享
受
の

萌
芽
が
、
光
科
学
の
祖
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
（
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
、
日
本
で
い
え
ば
近

世
中
期
）
を
遥
か
に
遡
上
る
時
期
、
す
な
わ
ち
鎌
倉
時
代
に
見
ら
れ
る
と
い
う

面
も
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
興
味
深
い
。
こ
れ
を
系
譜
的
に
み
る
と
、

─

─

─

─

─
…

で
あ
る
。
明
治
以
後
、
す
な
わ
ち
文
明
開
化
に
よ
り
怒
濤
の
ご
と
き
西
欧
文
明

の
流
入
を
み
た
、
〈
ニ
ジ
〉
の
記
述
が
、
そ
れ
に
沿
っ
て
科
学
的
で
あ
る
こ
と
は

至
極
当
然
で
あ
ろ
う
。

　

五
、
〈
ニ
ジ
〉
の
異
名
は
、
英
語
な
ど
で
は
、
〈
レ
イ
ン
ボ
ー
〉
に
対
し
て
〈
ア

イ
リ
ス
〉
が
あ
る
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。
そ
こ
で
わ
が
国
の
異
名
に
つ
い
て
み

る
と
、
藤
原
長
清
の
の
編
ん
だ
『
夫
木
和
歌
抄
』
の
著
名
な
分
類
よ
り
の
知
識

か
ら
「
を
ふ
さ
」
を
掲
げ
（

）
、
ま
た
掲
げ
つ
つ
も
や
や
疑
問
視
し
て
い
る

感
の
あ
る
も
の
（

）
も
見
ら
れ
る
が
、
ア
ス
ト
ン
に
も
そ
の
先
縦
が
見
ら

れ
、
稿
者
が
仮
想
・
目
論
ん
で
い
る
メ
タ
フ
ァ
ー
ま
た
は
見
立
て
に
よ
る
異
名

「
天
の
浮
き
橋
」
、
進
め
て
「
夢
の
浮
き
橋
」
、
ま
た
〈
〓
〉
す
な
わ
ち
古
代
中
国

の
〈
雌
ニ
ジ
〉
の
文
藝
化
さ
れ
た
「
天
人
・
天
女
」
系
の
記
載
は
見
ら
れ
な
い
。

　

六
、
古
典
和
語
で
は
、
〈
ニ
ジ
〉
は
、
「
た
つ
」
ま
た
は
「
ふ
く
」
と
言
っ
て

い
た
。
「
た
つ
」
は
資
料
に
散
見
さ
れ
る
「
立
つ
」
で
は
な
く
、
「
こ
の
世
な
ら

た

ぬ
も
の
・
神
威
あ
る
も
の
、
の
顕
現
」
を
意
味
す
る
「
顕
つ
」
で
あ
ろ
う
。
よ
っ

て
〈
ニ
ジ
〉
の
こ
と
を
時
に
〈
た
ち
も
の
〉
と
も
い
う
。
「
ふ
く
」
は
「
吹
く
」
。

中
世
、
西
欧
人
の
目
で
み
た
血
と
涙
の
結
晶
た
る
『
日
葡
辞
書
』
（
＝

）
で

は
、
「
た
つ
」
と
あ
る
が
、
『
増
補
俚
言
集
覧
』
（
＝

）
に
よ
る
と
、
「
た
つ
」

は
京
都
に
て
、
「
ふ
く
」
は
江
戸
に
て
─
─
と
あ
り
更
に
細
密
で
あ
る
。
『
医
家

千
字
文
註
』
（
＝

）
に
「
張
虹
〓
」
と
あ
り
、
東
北
の
一
部
で
は
「
張
る
」
と

い
う
所
も
あ
る
が
（
＝

）
、
こ
れ
に
は
弓
型
発
想
の
匂
い
が
あ
る
。
現
代
よ
く

使
わ
れ
る
「
橋
」
型
発
想
に
絡
む
「
か
か
る
（
架
か
る
）
」
や
、
単
純
表
現
の

「
出
る
」
は
古
辞
書
に
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
他
、
近
世
の
古
法
帖
に
「
吐
虹
」
、

す
な
わ
ち
「
吐
く
」
と
い
う
言
葉
が
見
え
る
（
＝

）
が
、
こ
れ
は
蝦
蟆
と
関

係
の
あ
る
も
の
で
中
国
直
輸
入
の
表
現
で
あ
ろ
う
。
（

↓

）

　

七
、
俚
諺
・
農
諺
等
は
、
中
国
よ
り
の
移
入
も
一
部
あ
ろ
う
が
、
中
国
の
そ

れ
と
似
て
い
る
所
も
あ
る
が
、
似
て
い
な
い
所
も
あ
る
。
資
料
の
性
質
上
、
経

験
的
な
面
の
作
用
が
多
く
、
ま
た
風
土
の
違
い
に
基
因
す
る
も
の
で
も
あ
り
、

五
九



六
〇

当
然
の
成
り
行
き
で
あ
ろ
う
。

　

八
、
〈
ニ
ジ
〉
の
色
の
「
種
類
」
・
「
数
」
に
つ
い
て
の
記
載
は
、
近
代
以
前

の
、
い
わ
ゆ
る
古
辞
書
・
類
書
に
は
見
出
し
難
い
。
明
治
に
入
っ
て
、
『
言
海
』

の
稿
本
あ
た
り
が
、
そ
の
嚆
矢
で
あ
ろ
う
か
。

　

（
た
だ
し
、
古
辞
・
類
書
で
は
な
い
が
、
近
世
の
随
筆
『
寓
意
草
』
《
1
7
5
0
ご

ろ
か
》
に
「
虹
の
な
ゝ
す
ぢ
」
と
出
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
稿
資

料

の
所
で
、
や
や
詳
述
す
る
予
定
で
あ
る
。
）

（
本
稿
の
引
用
資
料
閲
覧
に
関
し
、
犬
飼
守
薫
氏
、
塩
村
耕
氏
、
広
岡
義
隆
氏
よ

り
便
宜
を
た
ま
わ
っ
た
。
多
謝
。
）

荻　野　恭　茂

1001
2
…
…
は
、

あ
る
。

『
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集
』
連
載
中
の
資
料
の
通
し
番
号
で




